
問題 5.4 の 5 の解答
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(不定積分は p.60, 63 参照)
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について (cosh t)0 = sinh t; cosh2 t¡ sinh2 t = 1 ¢ ¢ ¢ (¤) なので
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(e2 ¡ e¡2 + 4) 注:x2 ¡ y2 = 1 は双曲線である. (¤) と比べよ.

x; y軸に関する対称性より第 1 象限の分だけ計算して 2 倍すればよい．(3)

x = a cos3 t; y = a sin3 t (0 · t · ¼=2) が第 1 象限の分である:
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x2 + (y ¡ b)2 = a2 (0 < a < bより円は回転軸と交わらない)(4)
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円の上半分・下半分からできる面の面積の和を求める.
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